






要約:この研究班の大きな目的は,小児期における成人病危険因子,なかでも動脈硬化促進

危険因子(以下,単に危険因子)の実態を調査することにある。従って,今年度も昨年度に続

き,幼児期の肥満,高血圧,高脂血症,食生活を中心に,その頻度や問題点,及びそれらの調査

体制の検討を行った。 

さらに,この研究班の大きな特徴は,この研究をできるだけ長期にわたって継続し,小児期

の危険因子が成人になって持つ意義を明確にすることにあり,このための体制づくりに努

力した。 


